
奈良県福祉・介護人材確保協議会 広報ワーキンググループの発足・活動について

福祉・介護人材の育成や確保のため、学生・求職者や事業所に対して効果的な広報をするにはどうしたらよいか、実践者の立場で横断的に課題を検討、共有し、

解決するための手法を議論するため、人材確保協議会に広報ワーキンググループを設置。

１．広報ワーキンググループの概要

４．スケジュール

３．参加者（順不同、敬称略）

資料４

氏名 所属・役職等 推薦団体

青木 幸子 奈良県福祉人材センター 係長 奈良県社会福祉協議会

潮谷 光人
奈良県社会福祉士会 副会長
東大阪大学こども学部 准教授

奈良県社会福祉士会

辻村 泰聡 極楽坊保育園 事務長
奈良県社会福祉法人経営者協
議会

日髙 千春
奈良佐保短期大学
入試・広報センター 主任

奈良佐保短期大学

山本 裕子 奈良県立榛生昇陽高等学校
教諭

奈良県産業教育振興会

蓮川 剛士
奈良県健康福祉部地域福祉課
主任主査

事務局

林 誠人
奈良県健康福祉部地域福祉課
主任主査

２．検討課題

①認証マークの選定にかかる予備審査

・福祉・介護認証制度の認証マークの選定にあたり、応募作品の中から、優れた作品を抽出するための

予備審査を実施

・９月の人材確保協議会に向け、認証マーク候補案を提案する

②大学キャラバンの実施にかかる企画・提案

・認証制度の説明や福祉・介護事業所の業務等を実感できる説明会を大学内において実施

・学部や学年等に関係なく、多くの学生が参加し、奈良県内の福祉・介護事業所への就職を考える

きっかけとするため、若者に福祉・介護の仕事の魅力を伝えるための手法や、参加者を引きつけるため

のアイデアなどについて検討を行う

③高校生向けタブロイド版啓発紙作成にかかる意見聴取

・タブロイド版啓発紙の作成にあたり、高校生等へ福祉・介護の魅力を伝えるための効果的な紙面構成

について意見をいただき、よりよい啓発紙の制作を目指す

平成２９年度
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①回目(6月下旬)
議題案
・広報ワーキンググループの
趣旨活動の概要
・認証マーク公募の概要
・大学キャラバンの企画検討
・高校生向けタブロイド紙意
見聴取 等

②回目(8月上旬)
議題案
・認証マーク予備審査
・大学キャラバンの企画
検討
・高校生向けタブロイド
紙意見聴取

③回目(9月上旬)
議題案

・大学キャラバン
の実施方法検討
・高校生向けタブ
ロイド紙意見聴取

認証マーク募集 大学キャラバン実施

メーリングリストによる情報共有
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④回目(10月上旬)
議題案

・大学キャラバン
の実施（最終確認）

⑤回目(12月上旬)
議題案

・大学キャラバン
の結果報告

認証マーク公表

高校生向けタブロイド版啓発紙作成
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